













































































































































































































































































































































































































































































































































































































で言うとCape of Good Hopeと言いますけれども、優勝カップのカップですね。「ケープ
（Cap）」というのはフランス語でして、優勝カップのカップという意味があります。ア
フリカ半島の、アフリカの島は、大陸の先がカップと似ていることで、それをフランス語
でカップを「ケープ（Cap）」と言うそうで、それでCape of Good Hope、と言われるそ
うです。
　その後、ヨハネスバーグに行き、さらにはエンディバリー・レジェンドという五十一歳
のオーナーの方が経営している最高級のリゾートホテルに泊まらせていただきました。
なんと南アフリカ共和国のご招待で一等書記官のご案内付きで、VIP、国賓並みの待遇で
行ってまいりました。そこのゴルフ場ではセスナ機が迎えに来て、ヘリコプターに乗って
二百mほど上がってティーグランドに行き、そこから打ち下ろすのです。グリーンが大変
小さく見えました。打ち終わった後はヘリコプターに乗ってまた降りました。その一打の
ためにヘリコプターを使うのです。そういう贅沢なリゾートホテルに行ってきました。
　そのホテルのオーナーは三歳から十八歳まで孤児院で過ごしたそうです。本当に辛く、
一番親が居て欲しいときに居なかったのです。そして、徴兵で三年間軍隊に行かれたそう
です。兵役からお帰りになって、親に会いたくて寂しかったけれども一生懸命勉強して弁
護士になられました。そして美しい奥様とご結婚して、大成功されている社長なのです。
だから人生捨てたもんじゃありません。生まれた境遇とかそういうことは全く関係ないと
思っています。
　次にマンデラ財団に行って、ネルソン・マンデラ氏に会いに行きました。ご高齢で、も
う九十歳を超えており私の母と同じくらいのお歳でしたが、その日は体調も良くなくて、
お立ち上がりできないということでしたので、マンデラ氏からの直筆のメッセージを持っ
て来られ、代わりに財団理事長のアーマド・ダンゴール氏という方にお話しをさせていた
だきました。マンデラ氏は南アフリカの民主化のために戦い、二十七年間も投獄されてロ
ベン島に幽閉された方です。もう四、五年近く前に、私どもがウガンダに取材に出かけた
ことがありまして、ナイル川の源流近くのヴィクトリア湖という湖に行き、そこにインド
のガンジー氏の銅像がありまして、「なぜこんなウガンダにガンジー氏の銅像が？」と思
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ったら、ガンジー氏はインドの方ですが、南アフリカの民主化のために弁護士として活躍
され、亡くなったらナイルの源流に骨を散骨してほしいと言われたそうです。取材してい
て分かったことですが、やはり南アフリカの人種差別撤廃というのは、マンデラ氏一人で
はなし得なくて、マンデラさんはガンジー氏を師と仰ぎ影響を受けながら、また白人政権
からマンデラ氏の黒人政権にうまく移行できたのは、最後の白人大統領のデクラーク氏
が、やはりとても立派な方だったからと取材の折に財団の理事長がおっしゃっていらっし
ゃいました。
　さらに、日本には一番感謝していると申しておられました。どうしても日本は悪いこと
をしたんじゃないかと思い込み、何も悪いことをしていないのに「南京大虐殺で三十万人
も殺したんだ」と言われたり、政治家も「ごめんなさい、ごめんなさい」と謝ったりして
しまいます。本当の歴史を勉強せずに知らないものですから、政治家は確固たる信念もな
く、外国に対して謝ってばかりで、国民も国に対して本当に誇りを失いかけている、こう
いう大切な時期に本当にいい話をしていただきました。アフリカが独立できたのも、アジ
アをはじめ様々な国が独立できたのも、日露戦争で日本があの大国ロシアに勝ったお蔭で
あり、それまで四百年も続いてきた白人支配があと百年、二百年続いてもおかしくないと
きに、有色人種である日本が白人のロシアに勝ったということで、私たちは大いに力をも
らったと言われ、本当に誇りに思える旅行だったということをご報告します。
　最後に、この講堂を真ん中で分けて、二つの会社として捉えていただくと分かりやすい
と思います。こちら向かって右側が、黄色いパーカーを着ていらっしゃる方がちょうどラ
イオン色なので、ライオン株式会社の社長といたしましょう。でも、あと百人のみなさん
の部下は羊の部下でいらして、とても心優しい羊の部下を百人抱えていらっしゃる、ライ
オン株式会社のライオン社長がいらっしゃいます。こちらの半分、左側半分は、こちらか
ら二番目の白髪の素敵なロマンスグレーの先生、赤いお羽の先生です。先生は、羊株式会
社の羊社長になってください。あとの部下は百人全部ライオンです。羊株式会社の羊社長
です。しかし、部下達は全部、札幌大学を出たもう優秀な百人のライオンの資質を持った
社員さんがいらっしゃいます。この二つの会社のうち、隆々と将来やりぬけていけるのは
どちらの会社だと思われますか？　さっきから熱心に腕を、こう、時々うなずいて聴いて
くださっている、とても素敵な眼鏡のお似合いの助教授でいらっしゃいますかね？　素敵
な方がいらっしゃる。先生、どちらだとお思いですか？　お答えいただけましたら光栄で
ございます。
　男性：ライオンの社員がいる方です。
　羊株式会社が隆々たる会社になると。ライオン社員は自分が所属していたからと思うん
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ですよね？　きっと。そういうことですよね？身贔屓というのはそういうことでございま
すけれども、実際は逆なんですよ。これはなぜかと言うと、トップの資質がそれほどまで
に、学校であれば理事長、学長の資質、アパホテルであれば私の資質、また違う会社であ
ればトップである社長の資質がいかに大切かということが問われます。たとえ部下達が羊
の集団であっても、たった一人のトップに立つ方がライオンのように雄々しく、そういう
資質をお持ちの改革論者であるならば、この組織を見事にライオンの集団に変えることが
できると言われています。社員のみなさんを、羊の皮をかぶった狼に変身させる魔法の杖
をお持ちなのは、ライオン社長でいらっしゃいます。
　一方、羊株式会社の社長、先生のことを非難して申し上げているわけではありません
が、トップに立たれる社長さんが羊でいらっしゃいますと、百人のライオンの部下を全部
羊に変えてしまうと言われています。これは組織論や企業論や、あるいは子どもの絵本な
どにも出てきたりしますが、私が社長になったときに、お祝い代わりに代表からこの話を
プレゼントしていただきました。
　これまで、私は世界六十カ国以上で様々なホテルを一般のユーザーとして利用してきま
した。そこで学んだことが二つあります。一つは、自分が泊まりたいホテルは造らないと
いうことです。「なぜ？　泊まりたいホテルを造るのでしょ？」というように思われるで
しょう。そこは、逆張りの発想です。自分が泊まりたい贅沢なホテルを建てたら、重い経
営になって倒産してしまいます。そのような立派なホテルは、泊りに行くに限ります。私
はしっかり社会貢献できて、社員の雇用も守り、実需を起こし、納税義務を果たす堅実な
ホテルを造り、経営していきたいと考えています。そのためには、まず立地が大切です。
ホテルというのは立地でその成否の九十九%は決まってしまいます。そのため、立地の選
定がとても重要なのです。まさに孫子の兵法の「勝兵は先ず勝ちてしかる後に戦いを求
む」ですね。
　ご近所のアパホテル&リゾート札幌や東京ベイ幕張のように買収させていただいたホテ
ルというのは、私たちの企業バイブルには合いません。立派な建物で航空母艦のようなも
のです。でも、シティホテルも経営しております、ゴルフ場もしております、総合ホテル
産業ですよ、ということで、宣伝効果もありますし、先ほど言いましたようにそのホテル
さえ黒字にしてしまえば、素晴らしいことですよね。果敢に挑戦する意味はあると思いま
す。一方、私が新しく企画して建てていくホテルは、駆逐艦のようにコンパクトで機能
的、しかも立地が良くて、そしてどこよりもリーズナブルな価格で提供するということを
目指しています。ビジネスホテルのいいところというのは価格がリーズナブルなところで
す。しかもシティホテルの心構えや、洗練された美しさ、センスというものは学ばなけれ
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ばいけませんので、外観や立地などはシティホテルを超えるものを目指しています。さ
らに、一番大事なことですけども、温泉旅館の女将のように、ちゃんと誠心誠意お客様を
お招きができるホテルマインドをしっかり持ったサービスをしていくことを徹底していま
す。リッツカールトンでは「クレド」と言われているものです。折鶴を折って、温泉旅館
のように朝飯がおいしいこともアパホテルの特徴です。ホテルには三つのBが重要です。
ベッド （Bed）、バス （Bath）、朝食（Breakfast）です。ベッドが良くて安眠できるこ
と、お風呂が清潔で快適であること、朝食がおいしいこと、この三つのBが完璧じゃない
といけません。そして、四つのS。スピード （Speed）、スマイル （Smile）、シンシア
リティ （Sincerity）、セーフティー （Safety）です。シンシアリティというのは誠実さ
です。あとはやっぱり一夜といえども、安心、安全を買って命を預けるわけですから、安
全でなければなりませんし、セキュリティの効いたものじゃないといけないということ
で、この四つのSは大事です。
　三つのBの中に朝食、Breakfast、朝食がおいしいのが一流のホテルであると申し上げま
したが、アフリカに行ったときもそうですが、一番立派なホテルというのは、朝食が立派
でおいしいホテルです。最後の印象は大事ですし、ホテルの料理がまずければ、ホテルの
印象も悪いものになります。それで、例えばシェフが朝食のときに出てきて、卵を目玉焼
きにするか、スクランブルにするかオムレツにするかと聞いてきます。私は英語が苦手な
ので、目玉焼きを英語でどう呼ぶかよく分かりませんでした。誰か目玉焼きという英語を
「eye egg」とか言っていたので、私もそう言ったら全然通じなくてひどい目に遭ったの
ですが、生徒さん、目玉焼きという英語をご存知の方いますか？　教えて下さい。はいど
うぞ。
　会場：Sunny-side up
　元谷：そう、あなたは優秀ですね。頑張って卒業生総代として答辞を読んでくださる
資質をきっとお持ちだと思うので、頑張ってナンバーワンになって卒業して、私にメー
ルくださいね。「あのとき社長に言われた学生です」って。期待していますよ。やっぱ
り、可能性のある人には十分に褒めてあげて、愛情たっぷりに可能性を示唆してあげるこ
とが大事ですよね。「Sunny-side up」と彼は教えてくれました。なぜって。目玉焼きの
目玉は太陽に例えて「Sunny」と言います。目玉ですから両方ありますから、両サイド、
Sunny-sideですね。両サイドから太陽が上がるという英語ですね、みなさん言ってみて
下さい、小さく、大きく。「Sunny-side up」。旅行したら言ってみてくださいね、さり
げなく。「どんなふうにしますか？」と言われたら「Sunny-side up, please」。「あら、
ホテル慣れしていますね」とすぐ分かりますから、それは知性と教養で抜群に他を引き
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離せるので、是非お試しください。今日は講演の機会をいただきました。アパの太陽と私
を例えてくださるなら、みなさんは札幌大学の栄えある未来を担う立派な太陽、未来の太
陽です。その太陽が両方に上がってSunny-side upでこの講演を締めくくれたらと思いま
す。みなさん、エコノミー症候群になっても困るので、ちょっとスタンスをとっていただ
いて、リラックスしていただいて、その場で結構なのでSunny-side up!と一緒にやってい
ただいて元気に終わりたいと思います。よろしくおねがいします。Sunny-side up! どう
もありがとうございました。
〔付記〕この講演は，２０１１年１０月１５日，札幌大学附属総合研究所が主催して行われた第１
回講演会の記録である。
